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省力化で注目を集める
「スマート農業」の現状と展望

　農作業にＩＣＴ（情報通信技術）を使っ

た「スマート農業」が、管内の現場でも

徐々に進んでいる。日本有数の大規模農業

地帯の十勝だが、１戸当たりの農地の拡大

や農業者の高齢化などで労働力不足の課題

に直面。作業省力化や効率化が図れるＩＣ

Ｔ化は、馬耕がトラクターに代わった機械

化に次ぐ革命になると目されている。スマ

ート農業は十勝に適性があるのか、導入を

どう考えるべきか―。研究者とＪＡ、生産

者の３人に語ってもらった。
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